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　現在は 6 月半ば，梅雨空を見上げながらこの文章を書いています。
　私は眼科医として 40 年のキャリアを迎えようとしており，退官も間近に迫っています。その
間，社会の変化は驚くべきものでしたが，眼科医療の進歩もまた著しいものでした。私が入局し
た頃，白内障手術の主流は囊内法でしたが，その後，水晶体超音波乳化吸引術と眼内レンズの導
入により，眼科医療は一変しました。網膜治療においても，硝子体手術の隆盛が網膜剝離手術を
大きく変革し，さらに抗 VEGF 薬の登場が網膜学の進歩に寄与しました。90 年代には遺伝子研
究が医療を変えると言われていましたが，それ以上に検査機器の進歩が眼科の世界を変えたと感
じます。当然ながら，対象となる疾患も大きく変わりました。私の専門である網膜分野において，
90年代までは糖尿病網膜症の克服が大きな目標でしたが，2000年代になると滲出型加齢黄斑変性
の克服が目標となり，最近では地図状網脈絡膜萎縮の治療が現実的な目標になりつつあります。
　しかしながら，本号を読んで感じたのは，人間の行動が影響する「疾患」は変わらないという
ことです。私が駆け出しの頃，先輩から「眼底疾患を見たら梅毒を疑え」と教わりましたが，そ
の後，梅毒患者数が激減し，外来診療で梅毒患者を診る機会はほとんどありませんでした。しか
し，最近では再び梅毒患者数が増加しており，外来で梅毒患者を診ることが増えています。本号
にも梅毒に関する論文が掲載されているのは，その反映かもしれません。多くの技術の進歩に
よって，人類は進歩したように感じることもありますが，人間そのものは短期間で変わるもので
はなく，病原体や疾患との関係も変わらないのだと思います。私たち医療者は，常に謙虚な気持
ちで病気や人間に向き合うべきであるという，自然あるいは神からの警告なのかもしれません。 
 （坂本泰二）
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